
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学

習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し

郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたので、福井

市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和４年５月２０日 

学校名   東藤島小学校 

校長氏名  竹内 恵美子 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① ビオトープの環境・生息する生物・保護のための活動について学習します。 

② 学校で節電・節水などを推奨し、省エネ・省資源に努めます。 

③ 育友会（ＰＴＡ）や地域と連携して、ゴミ減量やリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・総合的な学習の内容に合わせて、東藤島小学校のビオトープの生態調査を基に、自然環境につ

いて学習し、生き物の多様性を理解します。 

・４年生理科の内容に合わせて、ヘチマのグリーンカーテンを作ります。 

 

② 省エネ・省資源 

・学校の電気をこまめに消すことを校内放送で呼びかけます。 

・手洗い場や教室に節電・節水を呼びかけるポスターを掲示します。 

・可能な限り両面印刷や裏紙印刷を心がけ、省資源の意識を高めます。 

 

③ 環境保全活動 

・アルミ缶や古紙の回収を育友会や地域と連携して実施します。 

・３Rについて学習します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

①について 

・総合学習でビオトープの生き物を観察し、人と自然、自分と地域社会とのつながりに関心をもち、

それらを尊重し大切にしようとする態度について体験的に学ぶ。 



様式第２号                                                   （提出日）令和 ５年１月１１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

東藤島小学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①ビオトープの環境・生息する生物・保護のための活動につ

いて学習します。 

②学校で節電・節水などを推奨し、省エネ・省資源に努めま

す。 

③育友会（ＰＴＡ）や地域と連携して、ごみ減量やリサイク

ルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・総合的な学習の SDGｓ１５「陸の豊かさも守

ろう」１１「住み続けられるまちづくりを」

と関連させて、東藤島小学校のビオトープの

生態調査を基に、自然環境について学習し、

生き物の多様性を理解しました。また、ヘチマのグリーンカーテンを

作りました。 

 

② 省エネ・省資源 

・SDGｓの７「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」１３「気候変動に具体的な対策

を」と関連させて、学校の電気をこまめに消すことや、節電・節水、

資源ごみの回収をプレゼンテーションで呼びかけました。委員会活動

を通じてポスターを掲示しました。 

 

③ 環境保全活動 

・アルミ缶や古紙の回収を育友会や地域と連携して実施しました。 

・ SDGｓの１２「つくる責任つかう責任」１４「海の豊かさを守ろう、」１５「陸の豊かさ

も守ろう」と関連させて、３Rや５Rについて学習し、フードドライブを行いました。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、学習でビオトープの生き物を観察し、人と自然、自分と地域社会とのつながりに関心

をもち、それらを尊重し大切にしようとする態度について体験的に学びました。 

 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 総合の時間に本校にあるビオトープについて、地域の方に聞き取りをしたり、環境

に関する専門家をゲストティーチャーとして迎えてお話を聞いたり、生物調査をし

たりしたことにより、ビオトープや生物や自然環境を、自分たちの手で守りたいと

いう意識が育ってきています。 

 



 

②③学んだことを keynoteにまとめ、他校や全校に向けて発信することで、環境に対

する自分の意見をもつことができました。 

【改善点】 

・活動した様子を保護者や地域の方に広め、学校と地域とで、環境に配慮した生活の仕

方を継続するように呼びかけていきたいです。 


